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もち姫 ナンブコムギ ゆきちから 銀河のちから やわら姫

※ナンブコムギは2018年から2021年の間の生産はなし。
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食農に関わる地域クラスターの促進方策を解明する
⇩

そのための課題
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共創的連携のための8箇条 主とした理論的背景

参画する組織は経営、企業として自立 コア・コンピタンス

交渉における、組織間の関係（パワー関係）は対等 ソーシャルキャピタル、プラットフォーム

参画する組織の有するコアコンピタンス コア・コンピタンス

異業種の組織間で相互理解 場、プラットフォーム、ソーシャルキャピタル

価値観や情報の共有 場、プラットフォーム、Voice型コンソーシアム

目的や目標の共有 共創、オープンイノベーション

活動を行う際、同じ〈場〉を共有 場、プラットフォーム

組織間または個人間での関わり ソーシャルキャピタル

25



26



共創的連携のための8箇条
設立時

（ｎ＝3）

現在

(ｎ＝3）
差 備考

参画する組織は経営、企業として自立 5.00 5.00 ±0.00 各組織は安定した経営基盤を有している。

交渉における、組織間の関係（パワー関係）は対等 3.33 3.33 ±0.00 設立時から立場によって関係性の捉え方が違う。

参画する組織の有するコアコンピタンス 5.00 5.00 ±0.00 各組織が強みをもちプロジェクトでも活かしていた。

異業種の組織間で相互理解 3.50 1.67 ‐1.83 組織によっては積極性に相違があった。活動量が減ったため。

価値観や情報の共有 4.83 2.67 ‐2.17 プロジェクト活動が鈍化し組織間の連携が減ったため。

目的や目標の共有 5.00 1.67 ‐3.33 共有は図れていたが多少の相違があった。活動量が減ったため。

活動を行う際、同じ〈場〉を共有 4.33 1.67 ‐2.67 集まりの頻度に差があった。活動量が減ったため。

組織間または個人間での関わり 2.33 1.67 ‐0.67 プロジェクト活動が鈍化し組織間の連携が減ったため。
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製麺会社と販売会社の連

携は頻繁であった。
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ハイテク研は各組織への

支援と川下と川上を繋ぐ役割。

川上

川下

ここでの会議や集まりを

増やし場の共有を増やす。
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